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奥
原
碧
雲
（
お
く
は
ら
・
へ
き
う
ん
）、
河
野
翠

瀲
（
こ
う
の
・
す
い
れ
ん
）、
能
海
紫
星
（
の
う
み
・

し
せ
い
）
―
―
こ
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
島
根

県
出
身
で
あ
り
、「
明
星
」
に
関
わ
る
歌
人
で

あ
る
。

　
「
明
星
」
と
は
、
与
謝
野
鉄
幹
の
主
催
し
た

新
詩
社
が
明
治
三
十
三
年
に
創
刊
し
た
詩
歌
雑

誌
で
あ
る
こ
と
は
、
ご
承
知
の
通
り
だ
ろ
う
。

奥
原
碧
雲
（
本
名
福
市
）
は
、
明
治
六
年

に
八
束
郡
秋
鹿
村
（
現
松
江
市
岡
本
町
）

に
生
ま
れ
る
。
明
治
二
十
七
年
に
島
根
県
尋
常

師
範
学
校
を
卒
業
後
、
飯
石
郡
三
刀
屋
村
尋
常

高
等
小
学
校
訓
導
と
な
る
。
二
十
九
年
に
郷
里

の
学
校
（
八
束
郡
秋
鹿
村
岡
本
尋
常
小
学
校
）

に
転
任
し
、
や
が
て
同
校
の
校
長
に
。
地
域
の

青
年
教
育
や
女
子
教
育
に
も
尽
力
し
、
秋
鹿
図

書
館
、
八
束
図
書
館
を
創
設
す
る
な
ど
社
会
教

育
に
も
意
を
注
い
だ
。

　

ま
た
若
い
こ
ろ
か
ら
文
才
が
あ
り
、「
明
星
」

や
「
文
庫
」
に
短
歌
が
登
載
さ
れ
る
。
三
十
五

年
に
は
、「
明
星
」
の
出
雲
支
部
を
設
け
、
歌

会「
し
の
の
め
会
」も
結
成
。
地
方
文
芸
誌「
ミ

チ
シ
ホ
」「
銀
鈴
」
な
ど
の
地
方
文
芸
誌
に
も

作
品
を
発
表
し
た
。
三
十
八
年
に
は
、
島
根
県

嘱
託
と
し
て
竹
島
を
視
察
し「
竹
島
及
鬱
陵
島
」

を
著
し
た
。
そ
の
他
に
も
数
多
く
の
著
書
を
残

し
て
お
り
、主
な
も
の
に「
島
根
県
名
勝
誌
」「
八

束
郡
誌
」「
日
本
海
大
海
戦
」「
島
根
県
名
勝
案

内
」
な
ど
が
あ
る
。

　

碧
雲
は
、
歌
人
と
し
て
も
、
学
校
教
育
者
や

社
会
教
育
者
、
郷
土
史
研
究
者
と
し
て
も
名
を

遺
し
た
人
物
で
あ
る
。

河
野
翠
瀲
（
本
名
岩
雄
）
は
、
明
治
十
七

年
に
邑
智
郡
田
所
村
（
現
邑
南
町
田
所
）

に
生
ま
れ
る
。
明
治
三
十
三
年
、
弱
冠
十
六
歳

に
し
て
「
明
星
」
第
六
号
に
作
品
が
登
載
さ
れ

る
。
そ
の
後
も
「
明
星
」
に
登
載
さ
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
数
は
実
に
百
二
十
余
首
を
誇
っ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
年
に
村
に
あ
っ
た
興
風
会
歌
会

に
参
加
、
関
西
青
年
文
学
会
の
「
よ
し
あ
し

草
」
に
も
俳
句
・
短
歌
を
投
稿
し
た
。
十
七
歳

の
時
に
は
、
凰
晶
（
後
の
与
謝
野
晶
子
）
ら
と

と
も
に
神
戸
の
「
神
戸
又
新
日
報
」
に
短
歌
を

発
表
。
明
治
三
十
五
年
、
与
謝
野
鉄
幹
に
師
事

し
て
い
た
翠
瀲
は
、
十
八
歳
で
「
明
星
」
の
石

見
支
部
を
開
設
、
短
歌
や
新
詩
体
の
創
作
に
打

ち
込
ん
だ
。
明
治
三
十
七
年
九
月
に
は
、
文
芸

雑
誌
で
あ
る
「
銀
鈴
」
を
創
刊
。
石
見
地
方
の

詩
歌
人
た
ち
に
発
表
の
場
を
設
け
た
。「
銀
鈴
」

は
、
三
十
六
号
（
明
治
四
十
二
年
六
月
）
ま
で

続
い
た
。

　

翠
瀲
は
、五
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
だ
が
、

山
陰
文
芸
の
発
展
・
興
隆
に
目
を
見
張
る
活
躍

を
し
た
と
言
え
る
。

能
海
紫
星
（
本
名
清
一
）
は
、
明
治
十
八

年
に
八
束
郡
本
庄
村
（
現
松
江
市
本
庄

町
）
に
生
ま
れ
る
。
早
稲
田
大
学
英
文
科
に
進

み
、
東
京
の
新
聞
社
に
勤
務
す
る
。
数
年
後
に

帰
郷
し
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
村
役
場
の
書
記

を
勤
め
る
。
そ
の
傍
ら
で
歌
作
に
も
励
ん
だ
。

在
京
中
に
新
誌
社
に
入
り
「
明
星
」
や
「
新
潮
」

に
歌
を
投
じ
た
。「
明
星
」
に
は
、
終
刊
と
な

る
明
治
四
十
一
年
十
一
月
ま
で
詩
や
短
歌
を
発

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　
　

こ
の
山
陰
歌
人

北 

井 

由 

香
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表
し
て
い
る
。大
正
三
年
か
ら
前
田
夕
暮
の「
白

日
社
」
社
友
と
な
り
、
作
品
を
雑
誌
「
詩
歌
」

に
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
翌
年
の
大
正

四
年
に
三
十
一
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。

　

紫
星
の
死
は
、
師
で
あ
る
前
田
夕
暮
に
も
非

常
に
惜
し
ま
れ
、「
詩
歌
」
第
六
巻
一
号
（
大

正
五
年
一
月
一
日
発
行
）
に
「
故
能
海
紫
星
君

の
歌
」
と
題
し
て
紫
星
の
短
歌
八
十
一
首
が
掲

載
さ
れ
た
。

　

ま
た
「
ア
ラ
ラ
ギ
」（
大
正
五
年
一
月
号
）

茂
吉
選
六
首
の
な
か
の
最
後
の
一
首
に
「
能
海

紫
星
を
痛
惜
す
」
と
註
書
し
た
次
の
よ
う
な
短

歌
も
あ
る
。

吾
さ
き
に
小
野
三
郎
を
喪
ひ
つ

　
　
　
　

今
や
紫
星
と
わ
か
る
る
あ
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
日
山
薫
）

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
紫
星
は
歌
壇
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
地

方
歌
壇
に
は
、
あ
ま
り
顔
を
出
さ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
地
元
で
は
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
本
学
で
は
、
こ
の
三
人
の
ご
遺
族
の

方
々
よ
り
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
。
先
の
文
中
で
も
出
し
て
い
る
「
銀
鈴
」「
ミ

チ
シ
ホ
」「
文
庫
」「
明
星
」
な
ど
も
そ
の
一
部

で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
普
段
は

棚
の
中
に
入
れ
て
い
て
表
に
出
す
こ
と
が
あ
ま

り
な
い
。
活
用
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
こ
の

よ
う
な
資
料
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
、
今
回
紹
介
し
た
。
目
録
も

作
成
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
も
是
非
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

（
き
た
い
・
ゆ
か
／
本
学
図
書
館
司
書
）

―
―
参
考
文
献
―
―

山
崎
克
彦
『
石
見
人
物
記
』
一
九
八
九
年
。

山
崎
克
彦
『
石
見
と
文
学
』
一
九
九
四
年
。

本
田
秀
夫
著
『
島
根
の
歌
人
』
報
光
社
、

一
九
八
〇
年
。

山
陰
中
央
新
報
社
編『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』

山
陰
中
央
新
報
社
、
一
九
九
七
年
。

島
根
県
教
育
委
員
会
編
『
明
治
百
年
島
根
の
百

傑
』
島
根
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
八
年
。

寺
本
喜
徳
『
山
陰
文
芸
襍
記
』
島
根
県
立
島
根

女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
会
、
一
九
九
九
年
。

加
藤
克
巳
『
現
代
短
歌
史
』
砂
子
屋
書
房
、

一
九
九
三
年
。

所蔵資料（抜粋）
表題 著者名 用紙・書型

書式・装訂

分量 執筆年

奥原碧雲

関連

与謝野鉄幹先生添削附

歌稿　寒梅 1枚

奥原碧雲　　 半紙本　筆写

結び綴じ

194 丁 明治 33 ～ 36 年

島根県遊覧案内　原稿　 半紙製原稿用紙

筆写　結び綴じ　無表紙

57 丁 明治 40 年

出雲国神社巡拜記 菊判原稿用紙

結び綴じ　無表紙

44 丁

明治歌集　第三編 佐々木信綱撰 変形 46 判 208 頁 明治 27 年 7月 30 日
詩美幽韻 河井酔茗編纂 菊判 32 取 129 頁 明治 33 年 7月 15 日
八束郡名勝誌 八束郡教育委員会編纂

編集委員　奥原福市

46 判 156 頁 明治 45 年 6月 1日

島根縣案内 島根県 B6変形判 98 頁 昭和 4年 4月 1日
ミチシホ第壱号 中村吉太郎 B6変形判 38 頁 明治 36 年 12 月 16 日
ミチシホ第弐号 中村吉太郎 B6変形判 40 頁 明治 37 年 2月 6日
明星 主筆与謝野鉄幹 タブロイド判 16 面

20 面

20 面

明治 33 年 4月 1日

明治 33 年 5月 1日

明治 33 年 7月 1日
河野翠瀲

関連

作文帳及び作例帳 河野岩雄 半紙半折　筆写 7丁 明治 29 年 1月
与謝野寛先生修補　詩 翠瀲作 半紙本　筆写

結び綴じ　巻紙 3枚

52 丁 自明治 34 年至同 36 年

銀鈴　第 1号～終刊号（36 号）銀鈴社 活版印刷本　合本全 4冊 明治 37 年 9月～

42 年 2月
河野岩雄宛書状及び封筒 与謝野晶子 活版刷り 1通 昭和 4年 12 月 25 日

能海紫星

関連

海に親しむ心<私家版歌集> 能海紫星 自家用特製原稿用紙

細字ペン書き

86 枚 大正 4年

春の悲しみ<私家版歌集> 能海紫星 自家用特製原稿用紙

細字ペン書き

74 枚 大正 4年

初夏の陽 <私家版歌集> 能海紫星 自家用特製原稿用紙 78 枚 大正 4年



の [t] や [(i)d] の発音も注意、 “a lot of”は何度も練習、

最後は「アラダブ」っぽくなって OK。

 そうこうするうちに、乃木小学校での通行手形にもな

るユニフォーム（ポロシャツ）の色選び、デザイン決め

を急がなければならない時期になってしまった。色は

色々な人に意見を求め、絵はＫさんの描いた絵に決まり、

ぎりぎりのところで注文し、出来上がりは初回の前日午

後だった。とにかく滑り込みセーフ。

 読みの早さを調整し、どう「間」を取るか。読み始め

るとついストーリーの中身より、読んでいる英語の文字

に神経を注いでしまいがちになる。暗記したつもりでも

文字で確認してしまう。読み手のジェスチャーはどの程

度が適切か、制限時間の 10 分を上手に使えているか。

かみしばい本体をどのように持つか、絵を指し示す時の

手の位置は絵を隠してしまわないか。様々な最終チェッ

クをし、本番初日を迎えた。

平成 21 年 6 月 24 日水曜日、朝 8 時 05 分、乃木小

図書室集合。6 年生 5 クラス担当。日本語での「絵

本の読み語り」グループは既に発表の回数を重ねていて、

余裕有り気に見える。出来たての黄色いポロシャツを着

たチーム・イエローは、うーん。とにかく「部活並みの

練習」をしてきたから、自信を持って、大きな声で、そ

して笑顔を忘れずに。

 時間になり各教室へ移動。ほぼ練習通りの出来映え

だった。終わったときには、皆興奮気味だった。緊張も

力になる。こだわりのアーティストＭ君は、最後の最後

に作った「指し棒（ネズミ付き）」を担任の先生や子ど

も達に褒めてもらい、満足気。「大きな声で、発音も良

くて、絵と一緒だったのでわかりやすかった。英語でこ

んなことができるなんてすごい。自分も英語でやってみ

たい」との 6 年生の感想に、次回に向けての力をもらっ

た。

 そして、また練習。第二回目 7 月 1 日は大雨だった。

車で通学の学生は渋滞にあい、集合を待つ身はハラハラ

だった。しかし何とか時間までに皆集まり、いざ出動。

6 年生 5 クラスの、担当クラスを変えての挑戦となった。

担当者は初回のペアあり、2 回目のペアありだった。英

語活動担当の先生が巡回してくださった。先生のコメン

トを学生に伝える。「英語を暗記して、もっと大きな声で、

絵をもっと大きく、見やすく」。

そして、また練習。最後の活動となるので悔いの残

らないように、練習にも力が入る。第三回目の 7

月 8 日は 3 年生 5 クラスを担当。学年が下がるため、み

んな一層わかりやすいプレゼンテーションを工夫して臨

んだ。工夫した部分はそれなりの反応が有り、「寝たろう」

のいびきでは笑いも起こった。笑いは発表者と聴き手双

方の緊張をほぐしてくれるし、時間を共有している実感

を持てる。

 「小学生が静かに聞いてくれ、やりやすかった」「ほめ

てくれて嬉しかった」「貴重な経験になった」「英語の発

音にこれほど注意したことはなかった」というチームの

感想だが、今回のような実践活動ができたその経験は、

自分たちのしてきたことに対する自信になり、もっと上

手く伝えたい、もっと勉強しなくては、という思いに繋

がっていった。この機会を与えてくださった乃木小に、

そしてしっかり聞いてくれた小学生に感謝。

（こだま・ようこ／アメリカ文学）
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 チーム・イエローこと「キッズイングリッシュ & ストー

リーテリング」受講生は 6 月末から 7 月にかけて、松江

市立乃木小学校での「朝の読み語り」活動に参加させて

いただいた。「キッズ」授業の目的は、幼児・児童英語

教育の方法・教材研究および教材作成と教育実践だ。グ

ループ名の由来は写真でご覧の通り、単純そのもの。こ

の単純な精神で、色々な困難はあったものの、それらを

乗り越え、実践へとこぎつけ、（自己）満足感と共に活

動を終えることができた。

 「 教 え る こ と に よ っ て 学 ぶ 」。“Docendo discimus

（ラテン語）”「ドケンドー・ディスキムス」と読む。

Docendo は「教えることによって」、discimus は「学ぶ」

を意味する。教えることができたかは別として、学ぶこ

とはできたと思う。これは、その記録である。

手作り「かみしばい」を持ち込んで、英語での読み

語りだ。多くの大学生がそうだと思うが、チーム・

イエローの皆も、人前で、それも小学校の教室で子ども

達を前にして、英語をしゃべることは恥ずかしい。苦手

意識や不安もあった。しかし、皆で前向きに取り組んで

いった。選んだストーリーは「ももたろう」、「ねずみの

嫁入り」、「かさじぞう」、「三年寝たろう」の日本昔話 4

話。受講生 16 人が 4 グループに分かれ、「かみしばい」

の作成からスタート、いや、英語のストーリーの聞き取

りからスタートした。

 ディクテーションといって、英語を聞いて書き留めて

いく。繰り返し何度も聞くことで英語耳が訓練され、発

音も自然に良くなるはずである（あった）。それが済むと、

今度こそは「かみしばい」の作成だ。「絵を描ける人な

んかグループにいないのにどうしたらいいの？」から「鬼

は（グループの 4 人が）一人一人担当して、鬼の個性を

出そう」という平等派、何も言わずに自前の 50 色もあ

る色鉛筆一式を持ち込んで、ただただ黙々と取り組むグ

ループ、家に持ち帰り作業を続けたグループなど、反応・

取り組みは様々だったが、とにかく描き続けた。どんな

絵を描けば英語での「語り」の補助となるか、どんな絵

なら楽しんでもらえるか、物語のエッセンスを失わない

ように、など色々工夫しながら描いていった。

 5 月の第 2 週から下絵を描き始め、6 月初旬にはなん

とか形にはなったが、完成と言える状態ではなかった。

実際に絵を使って「読み語り」をしてみると、細かな英

語表現を伝え切れていない部分も出てきて、絵の修正や

補強をした。絵ができれば後は楽、と考えていたが、そ

れは甘い考えだった。とにかく次の段階へ。

絵を足したり、プレゼンの工夫をしたりしながら、

延々と読みの練習が続いた。「読む」という姿勢で

はなく「暗記」しないと、聞き手に語りかけることが難

しいこともわかった。そして、難しい発音を繰り返し練

習し、文の抑揚、登場人物の声
こ わ ね

音なども入念にチェック

した。“whole world”の“w”は唇を丸めて、“l”は舌

先を上の歯の裏に。“walk”じゃなくて “work”。 “-ed” 

チーム・イエローの
「英語でかみしばい」

小 玉 容 子
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松江ぶらりロード
～北堀・石橋・奥谷～

江戸時代、石橋町は橋北の街並みの東端に位置
し、商人と職人の町として栄えました。また、
町内に大井戸があり、良質の水が豊富に得られ
たために、水を使う商いも多いです。街路は、
お城を守るために、狭く鉤の手になっていま
す。春を告げる千手院の枝垂桜や「鼕行列」の
代表的存在が有名です。

石橋町

◦醸造元李白の息子・佑一郎さん
「新しい酒質の酒をつくりたい」と
杜氏と一緒に未来に向かって挑戦
しておられます。妹の路子さんも
石橋の散策地図などをつくってお
兄さんを応援しておられます。

◦柴田さん
昔は、北堀商店街ですべての買い物が
できたが、現在は寂れて残念です。お
城やお堀を見ながら暮らせます。前・
中・後丁の謂われなど故事を大切にし、
今後も北堀の街並みを大切にしていき
たい。

堀端の家

北堀橋からの眺め 北堀の家

   （千手院の下にある醬油屋さん）

赤く塗った壁が印象的。近くを通った
ときに、お醬油のいい匂いが味わえる。

  （萬壽寺）
緑と建物が一体と
なっていて美しい。

李白

（千手院に上る階段の風景）
紫陽花と石の灯籠との相性が
よく緑がたくさんあり美しい。

（千手院からの眺め）
松江の街並み全体を
眺めることができる場所。

（原田本店の裏にある小道）
物静かなこの通りでは、時間を忘れて
ゆったりと歩くことができる。

千手院

（原田本店）
清酒都乃花が有名で、建物が渡り
廊下でつながっており、入り口の
大きな壺が目印。廃業が残念。

建築・街づくりゼミ
梶谷恵美子・亀岡果奈・花岡ひとみ・矢島優子



奥谷町

北掘町

◦春日神社・藤脇宮司さん
田原神社（春日神社）は、本殿に 2 つ
の神様を並列して祀っているのが珍し
い。お殿様の駕籠を担いで一段一段
上ったために、石段の幅は広く、勾配
が緩やかになっています。

松江らしい風情を楽しみ、街をゆったりと散策でき
る。──武家屋敷から明々庵を抜け、北堀・石橋・
奥谷を回遊する新しいルートを「松江ぶらりロード」
と名づけ、その魅力を探索しました。
このマップを元に街歩きをして魅力的な場所を見つ
けてください。

（桐岳寺）
ユニークなお地蔵さんが
来客を楽しませてくれる。

         （春日神社） 
可愛い狛犬や干支それぞれの像が
出迎えてくれる。

石橋町から萬壽寺に向かう街路がメインの道路で、
両側の家並みが美しいです。北堀と異なり、竹やま
きの生垣も多く、山に囲まれて自然と調和した街並
みです。中心に田原神社（春日神社）があり、萬壽寺、
桐岳寺など大きな寺があり、住宅地ながら魅力に富
んだ街です。

           （明々庵）

指定文化財にも登録されている
有名な茶室。

（明々庵の城見台からの眺め）

（明々庵に向かう途中の民家）
玄関への小道にかかる
大きな松が魅力的。

（小泉八雲記念館）
お蕎麦屋さんもあり、
松江を堪能できる建物群。

北堀町は江戸時代、中級の武士が住んでいたところで
す。門構えと板塀が基本となっています。道路幅に対
して両側の建物の高さが同じくらいで、スカイライン
がそろい、快適で落ち着いた街並みです。

    （塩見縄手の歩道）
松や草木など植物が多く、通る
人の目を楽しませている。

桐岳寺

春日神社

明々庵

萬壽寺
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人
気
漫
画
・
ア
ニ
メ
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」

の
町
と
し
て
有
名
な
境
港
に
ひ
と
き
わ
間
口
の

広
い
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
店
が
あ
る
。
こ
こ

は
い
わ
ゆ
る
「
な
ん
で
も
屋
さ
ん
」。
昭
和
四

年
か
ら
続
く
「
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア
」
の
名
物

お
じ
い
さ
ん
、
池
渕
賢
一
朗
さ
ん
を
訪
ね
た
。

　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
か
ら
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
歩

い
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に「
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア
」

は
あ
る
。
店
の
正
面
中
央
に
は
、
鬼
太
郎
の
飴

や
カ
レ
ー
、
文
房
具
な
ど
鬼
太
郎
グ
ッ
ズ
が
並

べ
ら
れ
て
い
て
、
通
り
を
歩
く
人
が
足
を
止
め

て
眺
め
て
い
る
。店
に
は
果
物
や
花
、卵
、の
り
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
調
味
料
、
酒
、
洗

剤
、
電
球
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
、
ほ

ん
と
う
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
置
い
て
あ
る
。

何
の
ス
ト
ー
ア
？

　

な
ん
で
こ
ん
な
に
置
い
て
あ
る
も
の
が
バ
ラ

バ
ラ
な
ん
だ
ろ
う
？　

そ
ん
な
疑
問
を
持
っ
て

い
た
私
は
、
お
じ
い
さ
ん
に
、「
こ
の
お
店
は

ロ
ン
と
転
が
っ
て
い
る
。
今
で
も
、
量
り
売
り

で
野
菜
を
販
売
し
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。「
今
、

届
い
た
ば
か
り
だ
か
ら
整
理
が
出
来
て
い
な
く

て
」。
四
十
年
こ
の
店
で
働
く
女
性
事
務
員
さ

ん
が
、
慌
て
て
付
け
加
え
ら
れ
た
。

　
「
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア
」で
は
、お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
、
娘
さ
ん
夫
婦
、
お
孫
さ
ん
の
家

族
五
人
と
事
務
員
さ
ん
ひ
と
り
、
ア
ル
バ
イ
ト

ひ
と
り
の
計
七
人
が
働
い
て
い
る
。
今
は
、
ほ

と
ん
ど
を
娘
さ
ん
夫
婦
に
任
せ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
大
事
な
こ
と
は
社
長
の
お
じ
い
さ
ん
が

決
め
て
い
る
。

幅
広
い
お
仕
事
！

　

お
話
を
聞
く
中
で
わ
か
っ
た
こ
と
な
の
だ

が
、「
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア
」
は
店
舗
で
の
小

売
り
以
外
に
も
、
地
域
と
関
わ
っ
た
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、「
港
の
特
典
」
だ
と

商店
探訪

④
いけびんストーア

（境港市）

中 重　彩

何
屋
さ
ん
に
な
る
ん
で
す

か
？
」と
聞
い
て
み
た
。返
っ

て
き
た
答
え
は
、「
野
菜
、

果
物
、
花
、
お
土
産
を
置
い

て
て
…
…
」。
一
言
で
は
言

い
表
せ
な
い
の
が
、
こ
の
お

店
な
の
だ
。

　

そ
の
理
由
は
後
に
話
を
聞

く
中
で
、
理
解
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
お
店
の
床
に
は
十

キ
ロ
が
ネ
ッ
ト
で
ひ
と
ま
と

め
に
な
っ
た
玉
ね
ぎ
が
置
い

て
あ
り
、
ス
イ
カ
が
床
に
ゴ
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す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
時
の
こ
と
を
「
お
遊

び
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
」
と
振
り
返
る
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
オ
ー
プ
ン
な
商
い
」。
闇
市

が
横
行
す
る
時
代
だ
っ
た
。
し
か
し
、
も
ち
ろ

ん
正
直
な
定
価
、
適
正
な
価
格
で
売
っ
た
。
そ

れ
は
、
不
正
な
こ
と
を
し
て
大
儲
け
し
て
も
、

す
ぐ
に
駄
目
に
な
る
と
い
う
考
え
か
ら
だ
っ

た
。

　

こ
の
話
を
し
て
い
る
時
、
お
じ
い
さ
ん
の
目

線
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
私
た

ち
に
伝
え
た
い
こ
と
な
ん
だ
と
感
じ
た
。
お
じ

い
さ
ん
の
話
は
、
商
売
と
か
、
仕
事
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
よ
り
良
く

生
き
て
い
く
た
め
に
、
大
切
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
「
人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
お
互

い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
結
果
自
分
が
伸

ば
せ
る
」。
そ
の
言
葉
を
話
す
と
き
、
お
じ
い

さ
ん
は
、
私
の
目
を
じ
っ
と
見
な
が
ら
、
力
を

込
め
て
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
商
工
会
議
所
の

議
員
や
商
店
会
理
事
長
を
長
年
務
め
て
き
た
人

だ
。
み
ん
な
に
慕
わ
れ
る
人
柄
だ
か
ら
だ
と
思

う
。

店
名
の
由
来

　

や
っ
ぱ
り
気
に
な
る
の
は
、「
い
け
び
ん
ス

ト
ー
ア
」
と
言
う
名
前
だ
と
思
う
。「
い
け
び

ん
」っ
て
何
？　
「
ス
ト
ー
ア
」じ
ゃ
な
く
て「
ス

ト
ア
ー
」
の
間
違
い
で
し
ょ
？　

と
思
っ
た
の

は
、
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
。

　

こ
の
名
前
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
、
昭
和

二
十
三
年
の
こ
と
だ
。
名
付
け
た
の
は
、
お
じ

い
さ
ん
だ
。「
い
け
び
ん
」
と
い
う
の
は
、
お

話
す
、
船
舶
食
料
納
入
店
。
つ
ま
り
、
外
国
か

ら
来
た
船
員
の
食
料
や
、
自
国
へ
持
っ
て
帰
る

品
を
届
け
る
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
。
境
港
で
は

唯
一
の
店
で
、
ロ
シ
ア
や
韓
国
の
船
か
ら
の
注

文
が
多
い
そ
う
だ
。

　

三
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
北
朝
鮮
の
船
が
一
日

に
五
、六
隻
も
来
て
い
て
、
と
て
も
忙
し
か
っ

た
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

酒
、
タ
バ
コ
の
「
免
税
店
」
は
、
外
国
の
船

員
さ
ん
に
「
税
抜
き
の
商
品
が
欲
し
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
。
船
員

さ
ん
が
船
を
下
り
て
、
直
接
店
に
買
い
物
に
来

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
い
う
。

　

二
つ
目
は
、
地
元
の
小
学
校
、
保
育
園
、
老

人
ホ
ー
ム
、
自
衛
隊
施
設
な
ど
の
給
食
の
食
材

を
調
達
し
、
配
達
す
る
こ
と
だ
。
仕
入
れ
は
市

場
で
行
う
。
お
じ
い
さ
ん
も
前
は
仲
買
人
と
し

て
朝
五
時
か
ら
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
。
セ
リ
の

腕
前
は
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
と
、
得
意
な
顔

を
さ
れ
た
。

　

そ
う
い
う
会
社
だ
か
ら
、
店
の
中
に
大
袋
の

野
菜
が
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

年
中
無
休
で
朝
七
時
か
ら
夜
の
八
時
ま
で
営
業

し
て
い
る
が
、
店
と
住
ま
い
が
一
緒
で
、
家
族

で
代
々
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
だ
。

「
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア
」
の
歴
史

　

今
か
ら
八
十
年
前
、「
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア
」

の
前
身
は
ス
タ
ー
ト
す
る
。
周
囲
の
人
か
ら

は
「
白
イ
カ
屋
」、「
イ
カ
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
当
時
、
扱
っ
て
い
た
の
は
海
産
物
の
加
工

品
だ
っ
た
。
主
に
は
、生
の
白
イ
カ
を
仕
入
れ
、

ハ
ラ
ワ
タ
を
と
り
、
干
し
て
、
干
し
イ
カ
に
し

て
販
売
し
て
い
た
。
他
に
、
ワ
カ
メ
や
ノ
リ
、

カ
ラ
ン
マ
（
田
作
り
）
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
。

　

境
港
は
、
ア
メ
リ
カ
や
韓
国
や
「
満
州
」
な

ど
に
多
く
の
移
民
を
出
し
て
い
る
。
遠
く
に
い

る
家
族
の
元
に
日
本
の
味
を
届
け
る
た
め
、
こ

こ
の
海
産
物
を
贈
る
人
が
多
く
い
た
。
ま
た
、

大
阪
あ
た
り
か
ら
美
保
神
社
へ
お
参
り
に
来
た

人
が
買
い
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
。

　

順
調
な
海
産
物
店
は
、戦
争
の
被
害
を
受
け
、

運
命
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
昭
和
二
十
年
四

月
、「
玉
栄
丸
爆
発
事
故
」
で
、
境
港
は
一
面

焼
け
野
原
と
な
る
。
船
か
ら
港
の
倉
庫
へ
火
薬

を
運
ぶ
途
中
に
起
き
た
事
故
だ
っ
た
。
タ
バ
コ

の
火
が
原
因
で
、
船
が
爆
発
し
、
そ
の
後
倉
庫

に
も
引
火
。
百
十
五
人
が
死
亡
し
た
。

　
「
裸
一
貫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」。池
渕
家
は
、

家
族
の
命
こ
そ
助
か
っ
た
が
、
店
も
家
財
も
全

て
失
っ
た
。

誰
も
が
一
か
ら
の
再
出
発

　

商
売
好
き
だ
っ
た
と
い
う
お
じ
い
さ
ん
の
お

母
さ
ん
は
バ
ラ
ッ
ク
で
す
ぐ
に
店
を
再
開
し

た
。
も
の
が
何
も
な
い
時
代
。
何
で
も
売
ろ
う

と
必
死
で
農
家
を
回
っ
て
野
菜
や
果
物
を
集
め

た
。
お
じ
い
さ
ん
の
仕
事
へ
の
情
熱
は
お
母
さ

ん
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
な
の
か
と
、
こ
の
時

気
づ
い
た
。　
　
　

　

お
じ
い
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
地
元
の
小
学
校
で

教
員
を
し
て
い
た
が
、
事
故
以
来
家
の
仕
事
を
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じ
い
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
名
前
、
池
渕
敏
得
か

ら
来
て
い
る
。
本
当
は
「
と
し
な
り
」
と
読
む

の
だ
が
、「
び
ん
と
く
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
苗
字
と
名
前
の
頭
を
組

み
合
わ
せ
て
、「
い
け
び
ん
」
と
し
た
。

　
「
ス
ト
ー
ア
」
な
の
は
、store

は
ス
ト
ー
ア

と
も
聞
こ
え
、
珍
し
く
て
覚
え
て
も
ら
え
る
か

ら
と
い
う
理
由
だ
。
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た

の
が
、「
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア
」
だ
。
池
渕
と

い
う
苗
字
を
そ
の
ま
ま
店
名
に
し
な
か
っ
た
の

は
、
近
所
に
池
渕
さ
ん
が
何
軒
か
い
た
か
ら
だ

そ
う
だ
。

　

そ
し
て
、「
び
ん
」
と
い
う
発
音
が
尻
上
り

で
あ
る
こ
と
、
ス
ト
ア
ー
と
最
後
伸
ば
す
音
と

い
う
の
は
商
売
を
す
る
の
に
締
ま
り
が
良
く
な

い
こ
と
も
理
由
だ
そ
う
だ
。
こ
の
名
前
は
、
お

じ
い
さ
ん
が
あ
れ
こ
れ
と
頭
を
悩
ま
せ
た
末
に

付
け
ら
れ
た
名
前
だ
っ
た
。
商
売
の
こ
と
は
何

事
も
気
を
抜
き
た
く
な
い
と
い
う
お
じ
い
さ
ん

の
気
持
ち
が
読
み
取
れ
た
。

今
も
続
く
ご
縁

　

過
去
に
こ
こ
を
訪
れ
た
観
光
客
と
の
つ
な
が

り
を
話
さ
れ
た
。「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
は
販

売
の
原
点
」と
言
わ
れ
て
い
た
。
十
年
ほ
ど
前
、

神
奈
川
か
ら
来
た
観
光
客
か
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

お
礼
の
手
紙
が
届
い
た
。
そ
れ
以
来
毎
年
ス
イ

カ
の
注
文
が
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
き
っ
と
い

け
び
ん
で
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
思
い
出
し
な

が
ら
食
べ
る
ス
イ
カ
が
最
高
だ
か
ら
な
の
だ
ろ

う
。

　

静
岡
か
ら
来
た
観
光
客
に
お
茶
を
出
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
新
茶
を
送
っ
て

く
れ
、
お
礼
に
二
十
世
紀
な
し
を
届
け
る
、
と

い
う
関
係
が
十
年
も
続
い
て
い
る
の
だ
そ
う

だ
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
。

　

こ
う
言
わ
れ
る
お
じ
い
さ
ん
は
と

て
も
謙
虚
な
方
だ
。
接
客
、
品
揃
え

の
豊
富
さ
、
安
さ
、
総
合
し
て
良
く

な
い
と
駄
目
。
い
つ
も
一
番
に
思
う

の
は
、
来
た
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
。
同
じ
買
う
な
ら
あ
の
店
で
買
お

う
、
と
思
わ
せ
て
し
ま
う
何
か
が
、

こ
こ
に
は
あ
る
。

　

お
じ
い
さ
ん
は
話
の
途
中
、
何
度

か
の
ど
が
詰
ま
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ

れ
は
当
然
で
、
も
う
二
時
間
半
も
話

を
し
て
く
れ
た
。
私
は
、
申
し
訳
な

い
気
持
ち
に
な
っ
て
き
て
、「
疲
れ

い
う
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
背
が
小
さ
く
て
と
て
も
か
わ

い
ら
し
い
方
だ
。
お
じ
い
さ
ん
の
話
だ
と
、
お

ば
あ
さ
ん
は
観
光
客
と
よ
く
話
し
、
印
象
に
残

る
言
葉
を
言
う
人
ら
し
い
。
お
ば
あ
さ
ん
は
目

を
潤
ま
せ
て
話
さ
れ
る
か
ら
、
観
光
客
の
心
を

グ
ッ
と
摑
む
の
だ
ろ
う
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
何
度
も
何
度
も
「
来
て
下

さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
わ
れ

た
。
お
土
産
に
お
茶
や
ア
イ
ス
な
ど
た
く
さ
ん

い
た
だ
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
に
も
歓
迎
し

て
い
た
だ
い
て
、
幸
せ
な
気
持
ち
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。
最
後
も
私
た
ち
に
暖
か
な
笑

顔
で
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

（
な
か
し
げ
・
あ
や
／
文
化
資
源
学
系
二
年
生
）

ま
し
た
よ
ね
？
」
と
言
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、

「
若
い
人
と
い
る
と
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
る
か

ら
、
平
気
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
ど
こ
ま

で
、
優
し
い
人
な
ん
だ
ろ
う
。
お
じ
い
さ
ん
の

心
の
大
き
さ
に
、
深
さ
に
、
涙
が
出
そ
う
に
な

る
。
し
っ
か
り
お
礼
を
言
っ
て
、
畳
の
部
屋
を

出
た
。

心
に
響
く
お
ば
あ
さ
ん
の
言
葉

　

最
後
に
い
け
び
ん
ス
ト
ー
ア
の
店
内
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
。
ふ
と
上
を
見
る
と
ツ
バ
メ
の
巣

を
発
見
。
そ
し
て
下
に
は
糞
避
け
の
た
め
に
段

ボ
ー
ル
箱
の
蓋
が
釣
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。「
ツ

バ
メ
の
巣
は
壊
し
た
ら
い
け
な
い
ん
だ
っ
て
。

そ
う
言
わ
れ
て
い
る
の
」。
レ
ジ
に
立
つ
お
ば

あ
さ
ん
が
そ
う
教
え
て
く
れ
た
。
ツ
バ
メ
は
も

う
い
な
く
な
っ
た
ら
し
い
が
、
い
た
こ
ろ
に

は
、
も
っ
と
大
き
い
ガ
ー
ド
を
付
け
て
い
た
と



79 のんびり雲｜第 3 号｜ 2009

　

生
姜
と
い
え
ば
、
薬
味
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
料
理

に
刺
激
を
与
え
る
と
て
も
大
切
な
存
在
で
す
。

私
の
出
身
地
、島
根
県
斐
川
町
で
は「
出
西
し
ょ

う
が
」
と
呼
ば
れ
る
、
地
元
で
は
わ
り
と
有
名

な
生
姜
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
西
し
ょ
う
が
は
斐
川
町
西
部
の
出
西
地
区

と
い
う
所
で
栽
培
さ
れ
る
生
姜
に
付
け
ら
れ
た

名
前
で
、
そ
う
い
う
品
種
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
小
生
姜
と
呼
ば
れ
る
小
ぶ
り
の
実

（
塊
茎
）
を
付
け
る
品
種
で
す
が
、
他
地
域
で

取
れ
た
生
姜
に
比
べ
て
繊
維
が
少
な
く
て
や
わ

ら
か
く
、辛
味
や
香
り
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

ほ
ん
の
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
し
か
、
こ
の
よ
う

な
高
品
質
の
も
の
は
育
た
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、「
幻
の
し
ょ
う
が
」
と
呼
ば
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
斐
川
町
と
出
雲
市
の
間
に
流
れ
る
斐

伊
川
が
も
た
ら
し
た
土
壌
の
お
か
げ
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
西
地
区
や
そ
の
周
辺
で
は
、
生
姜
を
薬
味

と
し
て
使
う
だ
け
で
な
く
、
ま
る
か
じ
り
し
た

り
、
生
姜
が
主
役
の
料
理
に
し
た
り
し
て
食
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
新

し
ょ
う
が
を
千
切
り
に
し
て
醬
油
と
か
つ
お
節

を
か
け
て
食
べ
る
食
べ
方
や
、
三
杯
酢
や
ら
っ

き
ょ
う
酢
に
漬
け
て
お
い
て
食
べ
る
食
べ
方
が

昔
か
ら
あ
る
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
は
斐
川
町
出
身
な
の
に
、
こ

の
よ
う
な
生
姜
料
理
を
食
べ
た
記
憶
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
食
べ
方
が
あ
る
こ
と
さ
え

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
祖
母
に
聞
い
た
ら
、
私

の
家
で
も
生
姜
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
料
理
を
昔

か
ら
食
べ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。

蘇
る
幻
の
し
ょ
う
が

　

出
西
し
ょ
う
が
の
起
源
・
歴
史
を
語
る
と
き

に
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
が
『
出
雲
新
風
土
記　

味
覚
の
巻
』（
太
田
直
行
著
、
一
九
三
八
年
）

と
い
う
本
で
す
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

出
西
し
ょ
う
が
の
起
源
は
、
出
西
村
が
海
に

面
し
て
い
た
遠
い
昔
に
九
州
方
面
か
ら
一
個
の

ご
神
体
が
漂
着
し
、
こ
れ
を
八
幡
宮
と
し
て

祭
っ
た
と
こ
ろ
、
社
の
周
り
に
生
姜
が
繁
茂
し

は
じ
め
、
こ
れ
を
種
と
し
て
栽
培
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
風
味
だ
け
で
な
く
、
風

邪
薬
と
し
て
も
と
て
も
効
果
が
あ
り
、
昔
は
近

国
の
諸
大
名
へ
の
献
上
品
と
も
な
り
、
非
常
に

賞
賛
さ
れ
て
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

あ
く
ま
で
も
言
い
伝
え
で
す
。
し
か
し
、
こ
ん

な
言
い
伝
え
が
あ
る
こ
と
自
体
、
さ
す
が
「
幻

の
し
ょ
う
が
」と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ん
な
出
西
し
ょ
う
が
で
す
が
、
戦
後
は
だ

ん
だ
ん
栽
培
す
る
農
家
が
減
り
、
め
っ
た
に
お

目
に
か
か
れ
な
い
希
少
品
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ど
う
も
「
幻
の
し
ょ
う
が
」
に
は
こ
の
よ

う
な
意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
出
西
し
ょ
う
が
を
も
う
一
度
蘇
ら

せ
よ
う
と
い
う
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
の
が
「
出

西
生
姜
組
合
」
で
す
。
こ
の
組
合
は
一
九
九
八

年
に
組
織
さ
れ
、
現
在
の
組
合
員
数
は
三
人
、

栽
培
面
積
は
合
わ
せ
て
六
十
五
ア
ー
ル
ほ
ど
だ

そ
う
で
す
。
今
回
、
こ
の
組
合
の
代
表
の
永
戸

豊
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

出
西
生
姜
組
合
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
そ
れ

に
先
立
っ
て
で
き
た
斐
川
町
特
産
開
発
振
興
会

だ
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
「
出
西
し
ょ
う
が
の
面

影
が
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
蘇
ら
せ
た
ら
ど
う

か
」
と
い
う
話
が
出
て
、
永
戸
さ
ん
が
組
合
を

幻
の
食
材
を
求
め
て

伊 

藤
　
瞬

■永戸さんから出西しょうがの話を聞く筆者。2時間以
上にわたって、詳しく説明していただきました。

■生姜を収穫する永戸豊さん。

―
斐
川
町 

出
西
し
ょ
う
が
―
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な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
い
く
つ
か
は
残
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
残
っ
た
防
空
壕
を
種

生
姜
の
保
管
庫
と
し
て
使
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。

出
西
し
ょ
う
が
が
私
た
ち
に
届
く
ま
で

　

出
西
生
姜
組
合
で
は
、
各
組
合
員
の
畑
で
取

れ
た
生
姜
を
永
戸
さ
ん
の
家
の
敷
地
内
に
あ
る

作
業
場
に
集
め
、
選
別
・
包
装
し
て
出
荷
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
畑
で
取
れ
た
生
姜
に
は
茎
と
葉
が
つ

い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
束
に
し
や
す
い
長
さ

に
切
り
落
と
し
ま
す
。
次
に
塊
茎
に
付
い
た
泥

な
ど
を
水
で
洗
い
落
と
し
ま
す
が
、こ
の
と
き
、

水
を
勢
い
よ
く
噴
射
す
る
機
械
を
使
い
ま
す
。

洗
い
終
わ
っ
た
生
姜
は
秤
に
乗
せ
て
一
定
の
重

さ
に
整
え
、
透
明
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム

の
袋
に
詰
め
、
束
ね
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
、
茎
と
葉
が
程
よ
い
長
さ
に
な
る
よ
う
に

も
う
一
度
切
り
落
と
し
て
製
品
の
完
成
で
す
。

出
西
し
ょ
う
が
は
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
茎

と
葉
も
一
緒
に
付
け
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

出
西
し
ょ
う
が
は
道
の
駅
「
湯
の
川
」
を
中

心
に
、
斐
川
・
出
雲
の
地
元
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
電
話
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
注
文
を
受
け
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
送
る

　

永
戸
さ
ん
の
現
在
の
生
姜
畑
は
お
よ
そ
三
十

ア
ー
ル
で
す
。
お
話
を
聞
く
前
に
、
生
姜
畑
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
姜
畑
を
見
る

の
は
初
め
て
で
す
。
一
面
生
姜
畑
が
続
い
て
い

て
、
私
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
広

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
生
姜
畑

か
ら
は
生
姜
の
い
い
匂
い
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
か
葉
か
ら
も
生
姜
の
匂
い
が
す
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

永
戸
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
、
何
本
か
生
姜
を

収
穫
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
芋
の
よ

う
に
掘
り
出
し
て
収
穫
す
る
の
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
引
っ
張
っ
た
だ
け
で
す

ん
な
り
抜
け
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
土
か
ら
出

て
き
た
生
姜
を
見
て
ま
た
び
っ
く
り
で
す
。
新

生
姜
が
横
一
列
に
く
っ
つ
い
て
い
た
か
ら
で

す
。

　

新
生
姜
の
下
に
種
生
姜
が
付
い
て
出
て
き
ま

し
た
。ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
迷
っ
て
い
る
と
、

「
取
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。「
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い
」
と
思
い
な
が

ら
丁
寧
に
取
り
ま
し
た
。
種
生
姜
は
新
生
姜
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
土
に
残
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
に
は
土
に
埋
ま
っ
た
ま
ま
に
し

な
い
で
、
手
で
掘
り
出
し
て
や
り
ま
す
。
種
生

姜
は
ひ
ね
生
姜
と
も
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
こ
れ
で

商
品
に
な
り
ま
す
。
他
の
野
菜
に
は
あ
ま
り
な

い
、
生
姜
の
特
徴
で
す
。

種
生
姜
の
保
管
庫
は
防
空
壕

　

出
西
し
ょ
う
が
の
収
穫
は
七
月
下
旬
あ
る
い

は
八
月
上
旬
の
暑
い
時
期
か
ら
十
月
ま
で
続
き

ま
す
。
一
気
に
収
穫
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

姜
は
種
生
姜
よ
り
ち
ょ
っ
と
多
い
ぐ
ら
い
で
す

が
、
十
月
に
も
な
る
と
六
倍
ぐ
ら
い
に
増
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
最
後
に
翌
年
の
種
生
姜
用
を

収
穫
し
、
春
の
植
え
付
け
ま
で
保
管
し
ま
す
。

　

生
姜
は
も
と
も
と
イ
ン
ド
な
ど
の
熱
帯
ア
ジ

ア
が
原
産
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
暖
か
い
所
の

植
物
の
た
め
寒
さ
に
弱
く
、
一
〇
度
以
下
に
な

る
と
種
が
痛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

種
生
姜
が
冬
を
越
す
た
め
の
工
夫
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
永
戸
さ
ん
の
所
で
は
防
空
壕
に
入
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
出
西
地
区
に
は
戦
時
中
に
軍

用
の
飛
行
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
爆
撃
の
標
的

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
た
め
出
西
の
山
に

は
と
て
も
た
く
さ
ん
の
防
空
壕
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
戦
後
、
水
害
の
た
め
そ
の
多
く
が
な
く

立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
合
で
栽
培
さ

れ
た
出
西
生
姜
は
、
一
九
九
九
年
に
で
き
た
道

の
駅
「
湯
の
川
」
を
販
売
拠
点
と
し
ま
す
。
組

合
が
で
き
た
当
時
の
栽
培
面
積
は
十
五
ア
ー
ル

ほ
ど
で
し
た
が
、
道
の
駅
と
と
も
に
大
き
く

な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

驚
き
の
生
姜
畑

　

永
戸
さ
ん
の
家
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
代
か

ら
出
西
し
ょ
う
が
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
当
時
は
栽
培
面
積
が
二
、三
ア
ー
ル
程
度
で
、

ね
こ
車
を
使
い
、
お
得
意
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

売
っ
て
回
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
永
戸
さ
ん
の

お
父
さ
ん
も
自
転
車
で
振
り
売
り
を
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

■出西しょうがうどん

■出西しょうがの甘辛煮

■出西しょうがを抜いてみました。

く
、
三
カ
月

か
け
て
徐
々

に
収
穫
・
出

荷
し
て
い
き

ま
す
。
収
穫

が
始
ま
っ
た

頃
は
、
新
生



81 のんびり雲｜第 3 号｜ 2009

と
い
う
通
信
販
売
も
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
東

京
な
ど
遠
方
か
ら
の
注
文
も
あ
り
ま
す
。
発
送

は
ク
ー
ル
便
を
使
い
ま
す
。
多
少
お
金
が
か

か
っ
て
も
鮮
度
が
落
ち
な
い
こ
と
が
大
事
で

す
。

　

進
物
用
と
し
て
注
文
さ
れ
る
人
も
い
ま
す
。

贈
ら
れ
た
側
と
し
て
は
、
薬
味
と
し
て
使
う

こ
と
し
か
知
ら
な
い
場
合
は
、「
量
が
多
す
ぎ

る
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
も

あ
っ
て
、
か
つ
て
は
一
キ
ロ
詰
め
て
い
た
が
、

今
は
八
〇
〇
グ
ラ
ム
を
標
準
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
使
い
切
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
生
姜
料
理
の
レ
シ
ピ
を
付
け
て
送
っ
て

い
ま
す
。
実
際
に
作
っ
て
食
べ
た
人
か
ら
は
、

「
も
っ
と
量
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

出
西
生
姜
組
合
は
こ
れ
ま
で
に
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
朝
五
分
だ
け
の
放
送
で
電
話
が
鳴
り
止
ま

な
く
な
る
ほ
ど
の
反
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
私
た
ち
が
取
材
に
行
っ
た
日
も
、

テ
レ
ビ
番
組
「
満
天
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
出

西
し
ょ
う
が
が
取
り
上
げ
ら
れ
放
送
さ
れ
る
前

日
で
、
放
映
後
に
ど
れ
だ
け
注
文
が
来
る
か
楽

し
み
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
備

え
て
、
取
材
日
に
は
作
業
員
の
皆
さ
ん
が
忙
し

そ
う
に
出
荷
準
備
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
お
菓
子
「
生
姜
糖
」

　

出
雲
市
平
田
町
の
木
綿
街
道
に
「
來
間
屋
生

姜
糖
本
舗
」
と
い
う
お
店
が
あ
り
ま
す
。
生
姜

糖
と
は
砂
糖
と
生
姜
を
煮
詰
め
て
固
め
て
作

る
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
お
菓
子
で
す
が
、
來

間
屋
さ
ん
は
三
〇
〇
年
も
の
間
、
こ
の
生
姜
糖

を
作
り
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
甘
さ
は
控
え

目
で
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
み
が
口
の
中
に
広

が
り
、
と
て
も
お
茶
に
合
う
味
で
す
。

　

こ
の
歴
史
あ
る
生
姜
糖
に
は
と
て
も
強
い
こ

だ
わ
り
が
あ
り
、
原
料
の
生
姜
は
出
西
し
ょ
う

が
で
な
い
と
だ
め
だ
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
普

通
の
生
姜
だ
と
繊
維
が
多
く
て
煮
て
も
完
全
に

溶
け
ず
、
生
姜
特
有
の
香
り
も
減
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
だ
わ

り
を
今
ま
で
守
り
抜
い
て
こ
ら

れ
、
地
元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
県
外

の
人
た
ち
に
も
愛
さ
れ
る
生
姜
糖

を
作
り
つ
づ
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

來
間
屋
さ
ん
は
生
姜
糖
の
ほ
か
に

も
「
し
ょ
う
が
の
砂
糖
漬
け
」
と

い
う
お
菓
子
も
期
間
限
定
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

形
を
変
え
る
出
西
し
ょ
う
が

　

出
西
し
ょ
う
が
か
ら
は
生
姜
糖

の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
食
品

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
西
生
姜
組
合
で
開
発

し
て
販
売
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
設
備
な
ど
の
問
題
で
難
し
い
た
め
、
加
工

食
品
専
門
の
会
社
に
任
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
加

工
品
は
「
生
姜
せ
ん
べ
い
」（
松
崎
製
菓
）、「
出

西
生
姜
金
山
寺
み
そ
」（
大
正
屋
醬
油
店
）、「
出

西
し
ょ
う
が
入
り
し
ょ
う
ゆ
」（
持
田
醬
油
店
）、

「
乾
燥
生
姜
」（
北
陽
製
茶
設
備
）、「
出
西
生
姜

の
粉
末
」（
同
）、「
出
西
し
ょ
う
が
紅
茶
」（
西

製
茶
所
）
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
は
「
出
西
生
姜
う
ど
ん
」（
二
幸
）
と
「
出

西
生
姜
甘
辛
煮
」（
同
）、｢

出
西
生
姜
入
り　

い
わ
し
甘
露
煮｣

（
同
）
の
三
つ
を
試
食
し
ま

し
た
。「
出
西
生
姜
う
ど
ん
」
は
生
姜
の
風
味

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
と
て
も
美
味
し
く
、「
出

西
生
姜
甘
辛
煮
」
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
辛
く

て
お
酒
に
良
く
合
い
そ
う
な
味
だ
と
思
い
ま
し

た
。｢

い
わ
し
甘
露
煮｣

は
、
い
わ
し
の
味
に

出
西
し
ょ
う
が
の
風
味
が
重
な
り
、
ご
飯
が
と

て
も
進
む
味
付
け
で
し
た
。

　

私
は
今
回
の
取
材
で
、
実
際
に
見
た
り
、
食

べ
た
り
、
五
感
す
べ
て
を
使
っ
て
出
西
し
ょ
う

が
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産

者
の
方
の
苦
労
や
出
西
し
ょ
う
が
に
対
す
る
思

い
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
学
ぶ
こ
と
が
と

て
も
多
い
取
材
に
な
り
ま
し
た
。

（
い
と
う
・
し
ゅ
ん
／
文
化
資
源
学
系
二
年
生
）

■（上段）計量される出西しょうが。（下段）
仕上げに茎の長さをそろえて切る。

■（上段）出荷作業に追
われる作業場。（下段）事
務所も忙しい。

■勢いのある噴水で出西しょうがを洗う。
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の 

か
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采
振
り
と
し
て
参
加
し
た
い
で
す
」
と
力
強
く

答
え
て
く
れ
た
。

　

陸
君
は
今
年
、
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
船

に
乗
っ
た
。
陸
く
ん
の
お
父
さ
ん
は
二
十
三
歳

の
時
に
も
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
に
出
演
し
た
こ
と

が
あ
り
、
今
年
で
二
回
目
の
参
加
と
な
る
。
前

回
も
今
回
も
櫂
掻
き
の
役
を
担
当
し
た
。
お
父

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
の
参
加
は
、
陸
く
ん
に
と
っ

て
心
強
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
父

か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫
へ
と
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ

の
伝
統
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
の
準
備
は
前
年
か
ら
始

ま
る
。
一
番
大
変
な
の
は
人
選
。
ど
の

地
区
で
も
少
子
化
が
進
み
、
人
集
め
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
馬
潟
地
区
は
五
大
地
（
櫂

伝
馬
船
を
出
す
馬
潟
・
矢
田
・
大
井
・
福
富
・

大
海
崎
の
五
つ
の
地
区
の
こ
と
）
の
な
か
で
は

世
帯
数
が
多
く
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
人
選
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。

　

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
が
開
催
さ
れ
た
年
に
生
ま

れ
た
子
は
「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
の
子
ど
も
」
と

呼
ば
れ
る
そ
う
だ
。
十
二
年
後
に
は
十
二
歳
に

な
る
。
剣
櫂
・
采
振
り
・
太
鼓
は
十
二
歳
ぐ
ら

い
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
ホ
ー
ラ
ン

エ
ン
ヤ
の
子
ど
も
」
は
次
回
、
こ
れ
ら
の
役
の

中
心
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
最
近
で
は

少
子
化
の
た
め
対
象
年
齢
を
高
校
生
ぐ
ら
い
に

ま
で
広
げ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

二
〇
〇
八
年
十
二
月
、
寒
さ
が
一
層
厳
し
く

な
っ
た
頃
、
出
演
メ
ン
バ
ー
の
顔
合
わ
せ
が
行

　

二
〇
〇
九
年
五
月
、
十
二
年
に
一
度
の
ホ
ー

ラ
ン
エ
ン
ヤ
が
開
催
さ
れ
た
。
福
岡
県
出
身
の

私
は
一
年
前
に
島
根
に
来
た
と
き
か
ら
ず
っ
と

こ
の
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
都
合
に

よ
り
十
六
日
の
渡と

ぎ
ょ
さ
い

御
祭
、
二
十
日
の
中ち

ゅ
う
に
ち
さ
い

日
祭

は
見
に
行
け
ず
、
最
後
二
十
四
日
の
還か

ん
ぎ
ょ
さ
い

御
祭
に

望
み
を
託
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

中
日
祭
が
終
わ
っ
た
次
の
日
か
ら
、
晴
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
毎
日
天
気
予
報
を
見
て
い
た
。

し
か
し
、
何
度
見
て
も
降
水
確
率
は
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
。
見
事
に
予
報
が
あ
た
り
、
当
日

は
本
当
に
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
。「
も
し

か
す
る
と
雨
で
祭
り
が
中
止
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
を
抱
き
つ
つ
会
場

が
経
っ
た
七
月
半
ば
、
馬
潟
地
区
の
伝
馬
頭
取

を
務
め
ら
れ
た
角
田
一
雄
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
た
。
角
田
さ
ん
が
櫂
伝
馬
船

に
乗
る
の
は
今
回
で
三
回
目
。
一
九
八
五
年
と

九
七
年
の
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
で
は
練ね

り
が
い櫂

（
舵
取

り
）
を
務
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
三
度
目
の
乗

船
と
な
っ
た
今
年
の
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
で
は
頭

取
と
い
う
大
役
を
果
た
さ
れ
た
の
だ
。

馬
潟
の
櫂
伝
馬
船
に
は
計
五
十
三
人
が
乗

り
込
ん
だ
。
総
指
揮
を
と
る
伝
馬
頭
取

が
二
人
、
船
首
で
歌
舞
伎
役
者
の
よ
う
な
格
好

を
し
て
踊
る
剣け

ん
が
い櫂

が
三
人
、
船
尾
で
女
装
し
て

踊
り
を
披
露
す
る
采
振
り
が
三
人
、
音
頭
を
取

る
音
頭
取
り
が
三
人
、太
鼓
が
三
人
、手
を
振
っ

て
見
物
客
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
招
待
が
四
人
、

水
先
案
内
の
早は

や
す
け助

が
一
人
、
舵
取
り
を
す
る
練

櫂
が
二
人
、
そ
し
て
漕
ぎ
手
で
あ
る
櫂
掻
き
が

三
十
二
人
で
あ
る
。

　

櫂
掻
き
は
片
舷
八
人
で
漕
ぐ
。
だ
か
ら
十
六

人
で
一
組
な
の
だ
が
、
途
中
で
交
代
す
る
の
で

倍
の
三
十
二
人
が
必
要
と
な
る
。
剣
櫂
と
采
振

り
は
主
に
中
学
生
や
高
校
生
の
男
子
が
務
め

る
。
招
待
は
小
学
校
低
学
年
の
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
の
役
割
だ
。
大
人
に
混
ざ
り
、
長
時
間
の

乗
船
は
、
か
な
り
辛
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
。

　

今
回
、
招
待
に
選
ば
れ
た
小
学
一
年
生
の
田

村
陸
君
は
、「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
に
出
て
楽
し

か
っ
た
。
で
も
、
ず
っ
と
立
っ
て
手
を
振
る
の

は
大
変
だ
っ
た
。
友
だ
ち
に
か
っ
こ
良
い
と

言
っ
て
も
ら
え
た
か
ら
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
く
れ
た
。「
十
二
年
後
も
出
演
し
た
い
で
す

か
」と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
は
い
！　

今
度
は
、

に
向
か
っ
た
。
で
も
、
会
場
に

着
く
と
私
の
不
安
は
一
気
に
吹

き
飛
ん
だ
。

　

大
勢
の
人
が
傘
の
花
を
咲
か

せ
て
船
の
登
場
を
待
ち
わ
び
て

い
た
。
大
き
な
カ
メ
ラ
を
構
え

て
待
っ
て
い
る
人
。
携
帯
電

話
で
暇
を
つ
ぶ
し
て
い
る
人
。

カ
ッ
パ
を
着
て
飛
び
回
る
子
ど

も
た
ち
。
こ
ん
な
会
話
も
聞
こ

え
て
き
た
。「
今
日
が
最
後
の

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
に
な
ー
か

も
っ
し
ぇ
ん
ね
」「
次
は
生
き

ち
ょ
ー
か
分
か
ら
ん
も
ん
ね
」

―
―
私
は
こ
の
と
き
改
め
て

十
二
年
に
一
度
し
か
行
わ
れ
な

い
祭
り
と
、
地
域
の
人
々
の
密

接
な
関
係
を
肌
で
感
じ
た
。

　
「
い
一
ま
か
た
」
の
文
字
、

可
愛
ら
し
い
招
待
の
子
ど
も
た

ち
、
そ
し
て
船
の
き
し
む
音
が

聞
こ
え
る
ほ
ど
の
迫
力
あ
る
演

技
で
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た
馬
潟
地
区
。
ホ
ー
ラ
ン
エ

ン
ヤ
が
終
わ
っ
て
二
ヵ
月
近
く

■渡御祭の朝。宍道湖大橋のたもとに集結した船団。
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わ
れ
、
練
習
が
始
ま
っ
た
。
練
習
は
週
三
回
で

計
六
十
回
く
ら
い
。
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
出
演
が

初
め
て
の
人
は
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に
練
習
す
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
最
初
に

配
っ
た
日
程
表
を
見
て
、「
こ
れ
何
で
す
か
？
」

と
言
っ
た
人
も
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
練
習

を
重
ね
る
た
び
に
全
員
の
顔
に
や
る
気
が
見
え

て
き
た
。
日
を
重
ね
る
ご
と
に
、
伝
統
の
重
み

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
気
が
つ
け
ば
、
乗

船
す
る
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
初
め
は
嫌
々
参

加
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
も
、「
ぜ
ひ
、
ま
た
出

演
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
最
初
は
見
る
に
た
え
な
か
っ
た
」
―
―
角

田
さ
ん
の
感
想
で
あ
る
。
十
二
月
か
ら
練
習
は

始
ま
っ
た
の
だ
が
、
す
ぐ
に
船
に
乗
る
わ
け
で

は
な
い
。
ま
ず
は
、
公
民
館
な
ど
で
の
練
習
か

ら
だ
。
歌
の
練
習
を
し
た
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
竹

を
つ
け
て
櫂
の
練
習
を
し
た
り
す
る
。
二
月
末

に
市
か
ら
の
船
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
、
い
よ

い
よ
三
月
か
ら
乗
船
し
て
の
練
習
が
始
ま
る
。

し
か
し
、
子
ど
も
は
ま
だ
乗
船
で
き
な
い
。
船

を
動
か
す
こ
と
は
出
来
る
の
だ
が
、
ど
こ
に
行

く
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
だ
っ
た
た
め
、

子
ど
も
が
乗
船
し
て
踊
っ
た
り
す
る
こ
と
は
と

て
も
危
険
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

四
月
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
全
員
の
息
が
合

い
、
船
の
動
き
も
安
定
し
て
き
た
。
真
っ
直
ぐ

に
進
め
る
よ
う
に
な
り
、
や
っ
と
子
ど
も
た
ち

も
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
乗
船
で
き
た
と

い
っ
て
も
、
今
ま
で
の
公
民
館
で
の
練
習
と
は

違
う
。
揺
れ
る
船
の
上
で
の
練
習
、
川
に
落
ち

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
。
や
は

り
最
初
は
、
思
っ
て
い
た
よ
う
に
踊
れ
な
い
。

特
に
、
体
を
大
き
く
反
ら
せ
て
踊
る
の
は
怖

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
い
る
暇
も
な
い
。
本
番
ま
で
あ
と
一
ヵ

月
。
踊
り
子
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
録
音
の
音
源

に
合
わ
せ
て
練
習
を
し
て
い
た
が
、
今
度
は
櫂

に
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
に
な
る
。

 

本
番
ま
で
十
日
余
り
と
な
っ
た
五
月
四

日
、
傘
揃
い
が
行
わ
れ
た
。
傘
揃
い
と

は
本
番
さ
な
が
ら
の
衣
装
を
身
に
つ
け
て
の
船

上
練
習
の
こ
と
で
、
地
元
の
人
た
ち
へ
の
お
披

露
目
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
半
年
の
練

習
の
成
果
を
試
す
日
だ
。
こ
の
時
に
は
、
一
人

一
人
の
技
量
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
て
い
る
の
だ
が
、
み
ん
な
の
組
み
合
わ
せ
が

難
し
い
そ
う
だ
。
残
り
の
期
間
で
、
ど
れ
だ
け

全
員
の
息
を
合
わ
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
で
き
る
か
、
出
演
者
全
員
が
心
配
し
て
い
た

に
違
い
な
い
。

　

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
は
男
の
人
だ
け
の
祭
り
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
そ
れ
は
違
う
。
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン

ヤ
は
女
性
の
力
な
し
に
は
始
ま
ら
な
い
。
確
か

に
女
性
が
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
な
い
の
だ

が
、
舞
台
裏
で
は
女
性
た
ち
が
大
活
躍
し
て
い

る
。

　

例
え
ば
、出
演
す
る
子
ど
も
た
ち
の
母
親
は
、

出
演
が
決
ま
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
風
邪
を
引
い

た
り
怪
我
を
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も

の
体
調
管
理
に
気
を
配
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
か
ぶ
る
カ
ツ
ラ
は
激
し
い
動
き
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
頭
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
カ
ツ
ラ
は

京
都
ま
で
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
行
っ
て
作
る

の
だ
が
、
た
い
て
い
母
親
が
連
れ
て
行
く
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
に
、
着
付
け
も
女
性
が
担
う
大

事
な
仕
事
で
あ
る
。「
女
性
た
ち
は
一
緒
に
船

に
は
乗
れ
な
い
が
、
い
つ
も
側
面
で
い
っ
し
ょ

に
動
い
て
く
れ
て
い
る
」
と
角
田
さ
ん
は
語
っ

て
お
ら
れ
た
。

午
前
三
時
。
ま
だ
ニ
ワ
ト
リ
も
鳴
か
な
い

時
間
か
ら
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
は
始
ま
っ
て
い
た
。
子

ど
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
寝
坊
な
ど
は
許
さ
れ

な
い
。
た
と
え
小
さ
な
小
学
生
で
あ
っ
て
も
、

船
の
上
に
乗
る
限
り
、
役
者
な
の
だ
。
本
番
も

直
前
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
メ
イ
ク
に
着
付
け
、
そ
し
て
最

終
確
認
。
午
前
七
時
、
馬
潟
地
区
の
出
発
式
が

行
わ
れ
た
。
船
が
出
発
す
る
時
と
到
着
す
る
時

に
は
、
地
域
の
方
々
が
見
送
り
、
出
迎
え
て
く

だ
さ
る
。
角
田
さ
ん
曰
く
、「
こ
れ
ら
の
式
も

か
な
り
見
ご
た
え
が
あ
り
感
動
し
ま
す
よ
」。

　
「
昔
か
ら
の
伝
統
芸
能
や
伝
統
行
事
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
は
ず
。
若
者
は
そ
の
伝
統

■花笠をかぶった招待の子どもたち。中央に立っているのが伝馬頭取の角田一雄さん。

■酒樽の上で華麗に舞う采振り。
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を
継
承
し
、
守
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
」
―
―
角

田
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
地
方
で
は
若

者
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
地
域
の
行
事
に

参
加
す
る
若
者
も
減
っ
て
い
る
。
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
の
か
。「
あ
っ
て
当
た
り
前
」「
誰

か
が
し
て
く
れ
る
」
で
は
い
け
な
い
。
地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
自
分
た
ち
の
故
郷
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
…
…
。

　

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
は
十
二
年
後
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
五
大
地
の
子
ど
も
た
ち
の

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
に
対
す
る
関
心
、
思
い
は
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
出
演
し
な
い
小
さ
な

子
ど
も
で
も
、
踊
り
を
踊
れ
る
と
い
う
子
も
い

た
。
何
度
も
練
習
風
景
を
見
て
い
る
う
ち
に
自

然
と
覚
え
た
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
が
大
き
く
な
っ
て
立
派
な
舞
を
披
露
し
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
人
の
確
保
の
問
題
は
や
っ
ぱ
り

深
刻
だ
。
今
回
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
今
後

は
ま
す
ま
す
地
域
外
に
居
住
す
る
血
縁
者
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う

な
る
と
、
練
習
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
送
迎
を

は
じ
め
、
一
層
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
協
力
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
で
も
大
変
な
分
、
地
域

が
活
気
づ
き
、
明
る
く
な
る
と
い
う
効
果
が
あ

る
は
ず
だ
。
十
二
年
に
一
度
し
か
な
い
ホ
ー
ラ

ン
エ
ン
ヤ
は
日
本
一
の
祭
だ
と
角
田
さ
ん
は
胸

を
張
る
。十
二
年
後
、パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
ホ
ー

ラ
ン
エ
ン
ヤ
を
見
学
す
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み

だ
。

（
ま
つ
も
と
・
そ
の
か
／
英
語
文
化
系
二
年
生
）

馬潟の練習風景
小數賀由紀

 私は馬潟に住んでおり、家の窓からは大橋川が見
えます。だから、ホーランエンヤの練習風景を何度
も間近で見ることができました。
 太鼓の音とホーランエンヤのかけ声が聞こえてく
ると、私も近所の方々も、練習している姿に足を止
めて見入っていました。私が初めて練習していると
ころを見た頃は、あの独特な声の調子はありません
でしたし、声も小さかったので、何と歌っているの
かよくわかりませんでした。しかし、日が経つにつ
れてみんなの声が揃ってきて、上達していくのがこ
ちらにもわかりました。休日だけでなく平日も、辺
りが暗くなっても、ずっと練習しておられるのを見
て、ホーランエンヤにかける熱い思いが伝わってき
たものです。
 後日、馬潟の伝馬頭取さんにお話をうかがったと
ころ、「みんな仕事とかけもって練習していたから、
全員揃って練習できたのは二、三回しかなくて、本
番は不安だらけで出発しましたよ」とおっしゃって
いました。還御祭の日は雨が降っていたのでどうな
るのだろうと心配しましたが、雨に負けず堂々とし
た歌と舞を披露しており、とても感動しました。

■神輿船（左後方）を曳く馬潟の櫂伝馬船。これは「い一まかた」
だけに与えられた役目で、馬潟の人々の誇り。



86

　

第
四
回
目
に
突
入
し
た
連
載
「
街
の
お
も
し

ろ
文
化
観
察
学
入
門
」。
今
回
は
少
し
足
を
の

ば
し
鳥
取
県
倉
吉
市
に
出
か
け
ま
し
た
。
七
月

四
日
、
天
気
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
私
た
ち
観
察

隊
一
行
八
人
は
、
一
時
間
半
ほ
ど
バ
ス
に
揺
ら

れ
て
、
倉
吉
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

到
着
し
て
す
ぐ
に
お
目
当
て
の
も
の
を
発

見
。「
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
」
で
す
。
実
は
私
は

ひ
そ
か
な
ト
イ
レ
マ
ニ
ア
。
倉
吉
は
ト
イ
レ
の

教
育
が
盛
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
」の
前
で
記
念
写
真
を
撮
っ

て
、
い
よ
い
よ
探
検
に
出
発
!!

え
っ
？
「
た
こ
」
が
「
い
か
」
？

　

少
し
行
く
と
、
お
店
の
前
に
大
き
な
凧
が

飾
っ
て
あ
る
の
が
私
た
ち
の
目
に
留
ま
り
、
中

元
は
銀
行
？

　

今
ま
で
は
和
風
の
建
物

が
建
ち
並
ん
で
い
ま
し
た

が
、
い
き
な
り
洋
風
の
建

物
を
発
見
。「
こ
こ
は
銀

行
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
!?
」
と
い
う
予
想
を
胸

に
、い
ざ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

お
話
を
伺
っ
て
い
る
う
ち

に
、
こ
の
建
物
は
元
々
、

昭
和
六
年
に
建
て
ら
れ
た

「
日
本
産
業
貯
蓄
銀
行
倉

吉
支
店
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
長
い
名
前
は
お
店
の

方
も
な
か
な
か
覚
え
ら
れ

ず
、「
観
光
ガ
イ
ド
が
来

る
う
ち
に
覚
え
た
」
と
笑

い
な
が
ら
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

■「さわやかトイレ」の前で写真撮影。

に
入
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
店
内
に
も

た
く
さ
ん
の
凧
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
ま

す
。
店
の
ご
主
人
に
凧
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

凧
は
元
々
、「
い
か
」「
よ
う
ず
」「
は
た
」

と
い
う
名
称
で
関
西
で
作
ら
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
江
戸
っ
子
は
対
抗
心
が
強
か
っ

た
た
め
に
、関
東
で
も
「
い
か
」
に
か
わ
る
「
た

こ
」
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
倉
吉

に
は
今
も
「
倉
吉
い
か
」
と
呼
ば
れ
る
「
た
こ
」

が
あ
り
ま
す
。上
部
が
ひ
し
形
に
な
っ
て
い
て
、

い
か
の
形
を
し
て
い
る
珍
し
い
凧
で
す
。

　

し
か
し
、
銀
行
と
し
て
の
役
割
は
ご
く
短
期

間
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
は
内
部
を
改
装

し
、「
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
和

な
ご
み

」
と
い
う
染
物
や
雑
貨

の
お
店
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

銀
行
の
マ
ー
ク
が
特
徴
的
で
、
星
の
形
を
し

て
い
ま
す
。
私
も
初
め
て
目
に
し
た
マ
ー
ク
で

し
た
。以
前
店
に
来
た
観
光
客
で
、銀
行
の
マ
ー

ク
に
詳
し
い
方
が
お
ら
れ
、
そ
の
方
が
言
う
に

は
全
国
で
こ
の
マ
ー
ク
が
あ
る
の
は
三
か
所
だ

け
と
か
。

　

旧
銀
行
と
言
え
ば
、
倉
吉
大
店
会
の
建
物
も

そ
う
。「
こ
の
マ
ー
ク
は
松
江
に
も
あ
る
ぞ
！
」

と
編
集
長
。
見
つ
け
た
の
は
、『
の
ん
び
り
雲
』

■（左上）お店の入口に飾られ
ている凧のべろは魔よけの効果
があるそう。（上）ご主人は凧の
製作中でしたが、手を止めて凧
の話をたくさんしてくださいま
した。

入
門

街 ～その四～

安 食 香 奈

の
お

も

文化観察学

し
ろ 倉吉編
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ぐ
歩
い
て
い
る
と
、
佐
々
木
新
生
堂
と
い
う
お

菓
子
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
和
菓
子
好
き
の
編
集

長
が
立
ち
寄
ら
な
い
は
ず
が
な
い
、
と
見
て
い

る
と
、や
っ
ぱ
り
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
実
は
、

こ
こ
は
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
お
店
だ
そ

う
で
す
。

　
「
ガ
ラ
ス
戸
の
上
の
部
分
が
斜
め
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
で
す
か
？
」

　
「
こ
れ
は
庇

ひ
さ
し

の
支
え
で
、
昔
は
名
前
が
書
い

て
あ
り
、
中
に
照
明
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
ま

第
一
号
で
も
取
り
上
げ
た
「
三
」
の
字
が
入
っ

て
い
る
鬼
瓦
で
し
た
。
倉
吉
大
店
会
の
建
物
は

松
江
の
か
げ
や
ま
呉
服
店
と
同
じ
よ
う
に
、
第

三
国
立
銀
行
の
も
の
で
す
。「
ま
ち
歩
き
ガ
イ

ド
」
に
は
、「
山
陰
地
方
に
現
存
す
る
土
蔵
造

り
銀
行
建
築
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
も
の
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
斜
め
な
の
？

　

倉
吉
大
店
会
を
後
に
し
、
そ
の
ま
ま
真
っ
す

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
少
し
驚
き
つ
つ
も
散

策
を
続
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
度
は
上
を
見
上
げ
る
と
公
民
館

の
壁
に
赤
と
青
の
鮮
や
か
な
マ
ー
ク
が
く
っ
つ

い
て
い
ま
す
。「
ど
う
し
て
公
民
館
に
こ
ん
な

鮮
や
か
な
マ
ー
ク
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑

問
に
思
い
な
が
ら
も
、
写
真
を
撮
っ
て
そ
の
場

を
後
に
し
ま
し
た
。

待
ち
に
ま
っ
た
お
昼
休
み
！

　

そ
ろ
そ
ろ
お
楽
し
み
の
お
昼
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
私
た
ち
は
お
食
事
処
を
探
し

ま
し
た
。
ま
ず
見
つ
け
た
の
は
、そ
ば
屋
で
す
。

こ
こ
で
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
グ
ル
ー
プ
は
大
弁

天
に
立
ち
寄
り
、「
倉
吉
レ
ト
ロ
ま
ち
か
ど
博

物
館
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
あ
か
ね
屋
」

と
い
う
洋
食
屋
へ
行
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
の
二
グ
ル
ー
プ
の
様
子

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
実
は
私
は
こ
の
記
事
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
か

何
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
食
欲
が
な
か
っ

し
て
…
…
。
し
か
し
、
こ
れ
と

い
っ
て
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
」

　

私
た
ち
は
意
味
が
な
い
と
い

う
意
外
な
答
え
に
驚
き
ま
し
た

が
、
じ
っ
と
観
察
す
る
と
、
か

な
り
斜
め
に
な
っ
て
い
て
、
面

白
い
造
り
で
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。

　

佐
々
木
新
生
堂
は
昭
和
三
年

か
ら
続
い
て
い
て
、
現
在
で
三

代
目
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

今
年
中
に
は
お
店
を
閉
め
よ
う

か
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昔
は
倉
吉
に
も
三
十
軒
く
ら
い

お
菓
子
屋
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
は
十
五
軒
く
ら
い
に

減
っ
た
そ
う
で
す
。

　

武
家
屋
敷
を
通
り
過
ぎ
、
ふ

と
下
を
見
る
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の

蓋
に
「
く
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン　

水
、」
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
島
根
で
は
見

た
の
で
お
昼
は
食
べ
ず
、
一
人
で
散
策
を
続
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

向
か
っ
た
の
は
白
壁
土
蔵
群
で
す
。
赤
瓦
が

並
ん
だ
昔
懐
か
し
い
街
並
み
で
し
た
。
そ
こ
で

は
、
お
店
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
倉
吉
の
歴
史
に
つ

い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
少
し
お
腹

が
減
っ
た
の
で
、
手
焼
き
せ
ん
べ
い
を
食
べ
た

り
し
ま
し
た
。
手
焼
き
せ
ん
べ
い
を
食
べ
て
い

る
と
、
川
を
泳
い
で
い
た
鯉
が
跳
ね
ま
し
た
。

近
く
に
お
ら
れ
た
方
が
、「
今
の
見
た
？　

長
■（上段・中段）佐々木新生堂。（下段）
マンホールの蓋。水という字の右側の「、」
は何でしょう？

■（上）ぎゃらりぃ和の中は、古いたんす
が置いてあるなど、昔を感じさせる造りに
なっています。（左上・左下）倉吉大店会
の建物。国登録有形文化財です。



る
の
か
？
」「
ケ
ロ
リ
ン
の
風
呂
桶
は
あ
る
の

か
？
」「
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
は
飲
め
る
の
か
？
」

な
ど
、
様
々
な
想
像
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
古
く

て
味
わ
い
の
あ
る
建
物
な
の
で
、
ぜ
ひ
今
度

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
カ
ン
ナ
の
あ
る
店

　
「
見
て
！
見
て
！
屋
根
が
変
わ
っ
と
る
よ
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
正
面
の
建

物
を
見
る
と
、
な
か
な
か
言
葉
で
は
説
明
で
き

な
い
変
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
小
松
履
物
店
と

い
う
古
い
お
店
で
す
。
こ
れ
は
何
か
深
い
理

由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
」

　
「
…
…
」 ■（上段右）東町公民館の色鮮やかな町紋。この町紋は、波と日

輪をイメージしているそう。（上段左）大弁天に立ち寄るメンバー。
どんなお願い事をしたのかが気になりますね。（下段左）洋食の「あ
かね屋」で食事中のメンバー。

年
鯉
を
見
て
き
た
け
ど
、
鯉
が
跳
ね
た
の
を
見

た
の
は
初
め
て
だ
わ
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ー
な
出
来
事
に
遭
遇
し
、
興
奮
し
て
い

る
と
、
み
ん
な
が
食
べ
終
わ
っ
た
と
の
連
絡
が

あ
り
、
合
流
し
ま
し
た
。

謎
の
マ
ー
ク
の
正
体
？

　

駐
車
場
の
看
板
に
紋
章
が
!?　

驚
き
と
同
時

に
、
今
ま
で
の
疑
問
が
解
け
た
瞬
間
で
し
た
。

こ
の
看
板
に
は
三
十
個
も
の
紋
章
が
描
か
れ
て

い
ま
し
た
。
あ
の
公
民
館
の
マ
ー
ク
も
あ
り
ま

す
。
看
板
に
は
「
倉
吉
町
内
の
紋
所
」
と
書
か

れ
て
お
り
、「
祭
礼
や
共
同
作
業
、
消
防
作
業

な
ど
の
時
、
他
町
と
区
別
す
る
目
印
と
し
て
用

い
ら
れ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
り
を
歩
い
て
い
く
と
、
音
符
が
埋
ま
っ
て

い
た
り
、
止
マ
レ
の

文
字
が
埋
ま
っ
て
い

た
り
…
…
。
曲
が
り

角
で
銭
湯
を
見
つ
け

ま
し
た
。
角
の
柱
に

「
レ
ー
ト
白
粉
」
と

い
う
変
わ
っ
た
広
告

看
板
が
あ
り
ま
す
。

入
っ
て
帰
ろ
う
と
い

う
人
も
い
ま
し
た

が
、
四
時
半
か
ら
の

営
業
開
始
な
の
で
、

諦
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
が
ど

う
し
て
も
気
に
な
り

ま
す
。「
富
士
山
の

絵
が
ド
ー
ン
と
あ

■（上段右）小松履物店の
変わった形の屋根。
（上段左）メンバーが「小人
の靴屋にこんなのありそう」
と言った、靴製造器具。
（中段）焼印。
（下段）下駄製造用大鉋。

　
「
す
み
ま
せ
ー
ん
」

　
「
…
…
」

　

な
か
な
か
応
答
が
な
い
の
で
半
ば
諦
め
か
け

て
い
ま
し
た
が
、
何
回
か
呼
ん
で
い
る
う
ち
に

出
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
お
た
く
の
屋
根
は
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
」

　
「
三
階
建
て
だ
け
ど
、
大
工
さ
ん
の
計
算
で

あ
あ
な
っ
た
の
で
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
」

　

前
の
お
菓
子
屋
さ
ん
と
同
様
に
、
ま
た
ま
た

深
い
理
由
を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
次
の
質
問
か
ら
次
々
と
新
事
実
が

分
か
り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
屋
根
が
倉
吉
レ
ト
ロ
ま
ち
か
ど
博
物

館
に
な
っ
た
理
由
じ
ゃ
な
い
の
な
ら
、
ど
こ
が

認
定
さ
れ
て
る
ん
で
す
か
？
」

　
「
前
に
展
示
し
て
あ
る
鉋

か
ん
な

で
す
よ
」

　

お
店
の
入
り
口
を
見
て
み
る
と
、
確
か
に
下

駄
製
造
用
大
鉋
や
焼
印
な
ど
が
展
示
し
て
あ
り

ま
し
た
。
倉
吉
レ
ト
ロ
ま
ち
か
ど
博
物
館
の
旗

が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
そ
の
家
の
宝
物
が
出
展

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
ど
う
し

て
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と

ち
ょ
っ
と
後
悔
し
ま
し
た
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
親
切
に
も
実
演
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
鉋
は
固
定
し
て
お
い

て
下
駄
を
動
か
し
て
削
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

焼
印
は
下
駄
に
お
客
さ
ん
の
名
前
を
打
つ
た
め

の
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
靴
の
製
造
器
具
を

見
て
メ
ン
バ
ー
が
、「
小
人
の
靴
屋
の
絵
本
に

こ
ん
な
や
つ
な
か
っ
た
っ
け
？
」「
あ
っ
た
か
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も
！
」
と
い
う
や
り
取
り
を
し
て
い
る
の
を
聞

き
、
童
心
に
戻
っ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

町
紋
博
士
の
平
さ
ん

　

小
松
履
物
店
を
出
る
と
、
す
ぐ
に
雨
が
降
っ

て
き
ま
し
た
。「
晴
れ
て
い
る
の
に
雨
？
」
と

不
思
議
に
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、「
中

で
雨
宿
り
で
も
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
で
す

か
？
」
と
親
切
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が

い
て
、
ご
厚
意
に
甘
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
店
は
「
人
形
・
玩
具
・
花
環
・
記
章
」

の
看
板
を
掲
げ
た
「
た
い
ら
商
店
」。
ご
主
人

の
平

た
い
ら

守
ま
も
る

さ
ん
は
町
紋
の
調
査
・
保
存
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
て
、
町
紋
に
と
て
も
詳
し
い
方

で
し
た
。

　

今
ま
で
気
に
な
っ
て
い
た
、
道
端
で
見
つ
け

た
町
紋
や
駐
車
場
の
看
板
に
あ
っ
た
町
紋
に
つ

い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
「
な
ぜ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
マ
ー
ク
が
あ
る

ん
で
す
か
？
」

　
「
町
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
由
来
が
あ
る
ん
で
す
よ
」

　

こ
の
町
紋
は
、
江
戸
時
代
中
頃
に
栄
え
た
町

人
ま
ち
だ
け
に
付
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
フ
ァ
イ
ル
に
入
っ
た
た

く
さ
ん
の
町
紋
と
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
町
紋
を
集
め
る
の
に
は
か
な
り
苦
労
さ

を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
食
べ
ま
し
た
。
も
ち
も
ち

と
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
っ
と
口
ど
け
の
よ
い
お

団
子
で
し
た
。

　

今
回
の「
街
の
お
も
し
ろ
文
化
観
察
学
入
門
」

は
倉
吉
で
し
た
が
、
実
際
に
散
策
を
し
て
み
る

と
、
本
当
に
町
全
体
が
「
よ
う
こ
そ
！
」
と
い

う
雰
囲
気
で
、
と
て
も
親
切
な
街
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
古
い
建
物
・
景
観
が
残
っ
て
い
る

歴
史
あ
る
街
で
、
何
回
で
も
訪
れ
た
く
な
る
、

そ
ん
な
街
で
す
。

（
あ
じ
き
・
か
な
／
文
化
資
源
学
系
二
年
生
）

■私は銭湯というものを初めて見ました。松江
にも銭湯がありましたが、最後の一つも二年前
に閉店しました。

■（右下）駄菓子屋。メンバー
は懐かしの駄菓子をほおばり、
とても満足そうでした。

を
し
ま
し
た
。
き
っ
と
メ
ン
バ
ー
が
一
番
楽
し

か
っ
た
で
あ
ろ
う
思
い
出
の
場
所
で
す
。
店
先

に
は
大
き
な
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
人
形
が
飾
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
買
っ
た
も
の
を
見
せ
て
も
ら
う

と
、一
人
一
人
が
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

猫
ま
ん
ま
調
理
資
格
免
許
証
な
ど
の
職
業
が
書

い
て
あ
り
、昔
流
行
っ
た
（
!?
）
な
め
猫
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。

　

散
策
の
最
後
に
立
ち
寄
っ
た
の
が
倉
吉
ふ
る

さ
と
特
産
館
で
す
。
倉
吉
に
行
っ
た
ら
必
ず
食

べ
た
い
と
思
っ
て
い
た
「
打
吹
公
園
だ
ん
ご
」

れ
た
よ
う
で
、
消
防
団
や
青
年
団

の
団
旗
を
調
べ
た
り
、
高
齢
者
の

方
か
ら
聞
い
た
り
し
た
そ
う
で

す
。
様
々
な
苦
労
を
経
て
こ
こ
ま

で
解
明
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
知

り
、
文
化
資
源
の
素
晴
ら
し
さ
、

そ
し
て
平
さ
ん
の
文
化
資
源
発
掘

へ
の
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

倉
吉
の
街
を
散
策
し
て
い
て
疑

問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
や
っ
と

分
か
り
、
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

取
材
に
集
中
し
て
い
る
と
、
メ
ン

バ
ー
が
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
外
で
声
が
し
た
の
で
見
て

み
る
と
駄
菓
子
屋
が
あ
り
、
そ
こ

で
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

懐
か
し
の
味

　

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
寄
り
道

■（上段）駐車場で見つけた紋だらけの看板。
（中段・下段）町紋について熱心に語る平さん。
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▪
わ
た
し
が
編
集
部
に
加
わ
っ
た
一
番

の
理
由
は
、
大
試
食
会
で
い
ろ
ん
な

も
の
を
食
べ
た
い
！
と
い
う
少
々
不
純
な
も
の

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
私
た
ち
一
年
生
は
大
試

食
会
に
参
加
で
き
ず
…
…
。
け
れ
ど
も
そ
の
無

念
を
晴
ら
す
べ
く
、
多
く
の
取
材
に
同
行
し
、

そ
の
先
々
で
塩
ソ
フ
ト
や
「
ぬ
り
か
べ
バ
ー

ガ
ー
」
な
ど
に
あ
り
つ
け
た
の
で
、
こ
れ
は
こ

れ
で
満
足
で
す
。

　

ま
た
取
材
を
す
る
に
あ
た
り
、
地
元
の
米
子

市
の
歴
史
に
つ
い
て
勉
強
す
る
良
い
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
取
材
で
も
、
米
子

駅
で
は
転
車
台
を
実
際
に
動
か
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
後
藤
総
合
車
両
所
で
は
間
近
で
列
車
の

部
品
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
形

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
忙
し
い
な
か
時

間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
た
取
材
先
の
方
々
や
編

集
部
の
み
ん
な
の
お
か
げ
で
す
。

　

記
事
を
書
く
の
は
想
像
以
上
に
難
し
く
、
苦

労
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
来
年
も
ま
た
編
集
に

加
わ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
大
試
食
会
に
参
加
し

た
い
で
す
。（
愛
季
）

▪
「
な
ん
か
面
白
そ
う
」
と
、
気
軽
に
編

集
部
員
に
志
願
し
ま
し
た
が
、
実
際

は
想
像
以
上
に
悪
戦
苦
闘
で
し
た
。ま
ず
、テ
ー

マ
が
「
鉄
」。
正
直
、最
初
に
聞
い
た
時
は
、「
な

ん
で
？
」
と
思
い
ま
し
た
。
だ
が
、
鉄
に
つ
い

て
の
資
料
を
見
、
い
く
つ
か
の
取
材
に
つ
い
て

い
く
う
ち
に
、「
鉄
っ
て
面
白
い
か
も
」
と
感

じ
始
め
た
の
で
す
。
な
ん
で
も
そ
う
か
も
し
れ

な
い
で
す
が
、
鉄
も
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
持
っ
て

い
て
、生
み
出
さ
れ
る
時
の
荒
々
し
い
鉄
か
ら
、

人
の
手
が
入
っ
た
馴
染
み
あ
る
鉄
ま
で
、
実
に

様
々
な
「
鉄
」
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
っ
込
み
思
案
な
私
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
大
き
な
壁
で
、
取
材
先
の
方
は
私
の

つ
た
な
い
質
問
に
よ
く
温
か
く
応
え
て
く
だ

さ
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
一
番
興
味
を
持
っ

て
い
た
誌
面
レ
イ
ア
ウ
ト
も
、
思
っ
た
よ
り
難

し
く
、
編
集
長
に
頼
り
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
助
け
ら
れ
て

ば
か
り
で
し
た
。
で
も
、
編
集
に
携
わ
っ
て
、

鉄
と
い
う
一
つ
の
も
の
を
よ
り
深
く
、
裏
側
か

ら
見
る
視
点
を
持
て
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

今
後
に
繋
が
る
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。（
紗
織
）

▪
念
願
の
県
外
と
い
う
こ
と
で
臨
ん
だ

取
材
。
最
初
は
、
こ
れ
ま
で
二
、三
人

で
書
い
て
い
た
記
事
が
果
た
し
て
一
人
で
書
け

る
の
か
？
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
当
日
の
緊
張
も
最
高
潮
で
し
た
。
そ
ん
な

中
、
倉
吉
の
方
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
話
を
聞
い

た
り
、
親
切
に
ふ
れ
る
た
び
に
、
な
ん
と
か
私

に
も
書
け
そ
う
だ
！
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、

街
の
お
も
し
ろ
文
化
観
察
も
楽
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
学
校
に
帰
っ
て
か
ら
予
期
せ
ぬ
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
は

三
百
枚
近
く
撮
っ
た
の
に
、
数
日
後
フ
ァ
イ
ル

を
開
い
て
み
る
と
、中
は
も
ぬ
け
の
殻
で
し
た
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
っ
て
お
け
ば
…
…
。
こ
れ

か
ら
編
集
部
員
に
な
る
方
に
は
こ
ん
な
悔
し
い

思
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
の
で
、「
是
非
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
と
り
ま
し
ょ
う
」（
笑
）
と
伝
え

た
い
で
す
。

　

悔
し
さ
は
隠
し
切
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

編
集
部
員
の
み
ん
な
は
と
て
も
優
し
く
、
自
分

の
撮
っ
た
写
真
を
快
く
提
供
し
て
く
れ
て
、
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
、
み
ん
な
で
街
の
お
も
し
ろ
文
化
観
察

に
行
き
た
い
な
ぁ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
あ
じ
）▪

「
こ
の
前
、
家
族
総
出
で
稲
刈
り
を
し

た
に
」
―
―
こ
れ
を
友
達
に
話
す
と
、

「
わ
ざ
わ
ざ
邑
南
町
に
ま
で
農
業
体
験
に
行
か

ん
で
も
よ
か
っ
た
が
ん
！
」
と
つ
っ
こ
ま
れ
ま

し
た
。
そ
う
、
私
は
自
分
の
家
が
農
家
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
邑
南
町
の
田
舎
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
材
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
。
確
か
に
、
農
業
を
す
る
こ
と
は
自
分
の
家

で
も
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
邑

ち
出
し
て
い
ま
し
た
。
例
年
と
違
う
自
分
の
態

度
に
気
づ
い
た
シ
ャ
イ
な
（
？
）
私
は
、
家
族

に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。

邑
南
町
で
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
せ
て
い
た
だ
い
た

経
験
を
生
か
し
、
生
ま
れ
て
初
め
て
コ
ン
バ
イ

ン
を
運
転
し
ま
し
た
。
そ
し
て
袋
に
だ
ん
だ
ん

と
貯
ま
っ
て
い
く
籾
を
見
な
が
ら
、
農
業
の
楽

し
さ
や
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
、
邑
南
町
で
お
世
話
に
な
っ
た
石
橋

家
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
絶
対
会

い
に
行
く
け
ん
!!　

元
気
で
お
っ
て
ね
。（
ぐ
っ

ち
）▪

『
の
ん
び
り
雲
』
は
島
根
県
立
大
学
短

期
大
学
部
・
総
合
文
化
学
科
の
学
生

と
教
員
が
共
同
制
作
す
る
文
化
情
報
誌
で
す
。

合
い
言
葉
は
「
小
さ
な
文
化
に
注
目
」「
地
域

の
文
化
資
源
を
掘
り
起
こ
す
」「
世
界
に
目
を

向
け
る
」
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
感
想
・
ご
提

案
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記
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南
町
で
の
農
業
体
験

は
私
を
大
き
く
成
長

さ
せ
ま
し
た
。

　

私
は
毎
年
こ
の
時

期
に
な
る
と
、「
稲

刈
り
～
!?　

手
伝
わ

な
い
け
ん
の
？
」
と

不
満
を
言
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今

年
は
「
い
つ
稲
刈
り

す
る
？　

晴
れ
ー

だ
ー
か
ー
ね
？
」
と

自
分
か
ら
話
題
を
持


